
 

学校経営の基盤 
○教職員自ら、学校の一員として「目的に向かって、なりたい自分を思いえがき、進んでいく」の実践 
○教職員・児童、みんなで「笑顔と笑声の心のこもったあいさつあふれる学校」づくり 
○全教職員で支援・指導にあたり、学年・学級の枠にとらわれない、共通理解に基づいた開かれた教育 
○分掌は各自が自らの役割と責任を果たし、全教職員で学校経営に参画 
○問題や課題は担任・担当任せにせず、全教職員の英知で誠意をもった課題解決の追求と見届け 
○互いの仕事の糊代に気を配り、スムーズな職務遂行のカバーと円滑な人間関係の構築 
○学校評価（児童、保護者、教員、関係者）や行事反省アンケートを活用した評価･改善（PDCAサイクル） 
○小規模校のよさを生かしたこども園・町内小学校・南伊豆東中や地域人材との連携（縦の接続、横の連携） 

１ みんなで創る学校  ２ 自分の思いを伝えることができる学校 
① 学びの楽しさに導き（教材研究）、子供のよさを引き出し（子供理解）、子供が目的をもち、「学ぶ喜び

や成長を実感」できる授業を創造する。 
② 工夫･創造・挑戦する意欲と関心を高め、実践しようとするたくましい心を育む。 
③ 互いを認め合い、仲間として支え合いながら、思いやりをもった人間関係を築こうとする「多様性の尊

重と共生」の態度を養う。 
④ 安心・安全な環境を整え、「命を守る」教育に力を入れ、子供たちの健やかな成長を支える。 
⑤ 保護者や地域の信頼に応え、学校を支え関わる多くの人とも明るく繋がる。 

 
 
 
 
 
 
 

１ 相手を思いやる気持ちを育もう 

① 明るく元気なあいさつ 

② たてわり活動の充実 

③ 感謝の気持ちをもち言葉や行動で伝える 

２ 豊かな体験を広げよう 

① 子供たちの創意工夫をいかした活動の活性

化と充実「児童会活動」「代表委員会」 

② 地域の魅力を体験し、発信する 

③ ふるさとを愛し未来につなげる子供の育成

（文化や伝統を受け継ぎ、発展に貢献） 

１ 言葉の力を育もう 

① 伝え合う力の育成 

② 自分の思いを声や話し方で工夫する話し方 

③ 読書活動やスピーチの充実 

（言葉の面白さや豊かさに触れる学び） 

２ 学びを生み出そう  

～やってみたい・こうなりたいが広がる学び～ 

① 漢字フェス、朝学習の充実 

（算数の基礎学力向上・AI ドリルの活用） 

② 目的に向かって、学びの見通しをもち、 

取り組む力を育む 

③ ゲストティーチャー、校外学習による充実し

た学び（生きた知識・多様な視点） 

やりぬく力 自分発信

のりこえる力 

基本理念：未来を切り拓く人材の育成と 

社会を生き抜く力を育む教育の実現 

取組方針 

１ 未来を創造する力を育む教育の推進 

２ 全ての人の学びを支え力を引き出す教育の推進 

３ 地域ぐるみで取り組む教育の推進 

４ 学びを支える基盤づくり 

 

 

 

静岡県教育行政の基本方針 
し

学校教育目標  

 

南伊豆町の教育基本方針 

し 
教育目標：ふるさとを愛し、心豊かな人を育む 

人づくりは町づくり＝地域に根ざした南伊豆町ならではの教育 

教育方針               〈人材育成の重視〉 

１ 我が町南伊豆の歴史、文化、風土を愛し、慈しみを持って

生きようとする心豊かな人を育てる 

２ ふるさとの内外に学びの場を求め、やがてはふるさとで力

を発揮できる人材を育成する 

３ 学校再編を少子化の象徴と捉えるのではなく、新たな町づ

くりの礎とするべく発想を転換する（統合により、新たな学

校文化の創造を目指す。活躍できるステージを増やす。） 

 

学校経営目標 
 


